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第
十
セ
# 

(

ニ
四
ニ〕

雜

錄

.

「

人
口
論」

の
旅
营
政
策

%

i

益

泡
にBonar
の
所
言
の
‘如
.<「

マ
ス
の
ゴ
ド
キ
ゾ 

に
對
す
る
論
雛
は
修
芷
を
經
て
凝
も
無
く
後
者
に
接
近 

せ
し
む
る
に
至
つ
た
。
;:
葦
し
萬
人
悉
C
結
婚
に
關
し
完 

く
愼
重
に
且
つ
0
制
を
«
ふ
も
の
ヒ
假
笨
せ
ば
、
$
 

の
狀
態
を
1

す
る
事
の
可
能
な
る
を
承
認
せ
し
爲
で
一 

あ
る
。乍
併
ぅ
政
治
的
1£
義」

に
對
す
る
批
評
を
し
て
0
:
| 

「

人
ロ
論
し
の
耍
旨
は
別
の
織
に
存
在
す
る
。
■
ぼ

治

的I 

制
度
は
苦
痛
貧
囷
の
峡
一
原
因
に
あ
ら
す
，
否
主
た
るI 

原
因
に
ず
ら
あ
ら
す
し
て
、
却
て
«
人
己
e
其S
由

放

：
一 

任
に
委
せ
ら
る
、
足
或
は
國
家
の
抑
壓
を
蒙
る
€
に

論I 

其
情
欲
に
耽
溺
す
る
結
果
吾
れ
.ビ
我
身
の
苦
痛\

h

r

I

vv

U

如
く
，
^

1

^

1深
す
る
結
果
吾
れ
ビ
我
身
の
苦
痛 

貧
困
の
.因
^
を
爲
す
も
の
^

J

云
ふ
に
在
る
。

マ
ル
ナ
ス 

が
ゴ
ド
牛
ン
に
與
へ
た
る
書
簡
の
：1

,節

に

「

人n

過
剩 

ょ

り

發

生

す

る

慘

禍

を

防

退

せ

ん

が

爲

，に

ば

.深

虛
 

p
r
u
d
e
n
c
e

の
必
要
な
る
事
を
認
容
し
^

0
ば
、
公
共
の

制
度
に
對
す
る
是
非
を
轉
じ
で
個
人
行
爲
の
是
非
に
向 

U 
し
^3 

6 も
の
で
あ
る
。
而
し
て
假
令
殆
f
最
惡
の
形
丨

態
に
於
る
政
府
の
T
に

在

な

て

も

"
其

處

に

多

少

の

競 

爭
の
组
由
が
存
す
る
な
ら
ば
勞
働
階
級
は
結
婚
を
抑
止 

し
、

隨
つ
て
其
人
口
を
減
少
す
る
に
依
&
忽
ち
其
境
遇 

を
改
善
し
得
可
く
、
是
に
反
し
て
最
善
の
形
態
に
於
る 

政
府
の
下
に
在
り
て
も
、
結
婚
に
依
つ
.て
人
口
を
盛
に 

增
加
せ
ん
か
彼
等
は
直
に
其
境
週
を
惡
化
す
る
事
必
定 

で
あ
る」

ど〗K

つ
て
ゐ
る
。
吾
人
は
是
に
加
ふ
る
に
マ 

グ
ナ
ス
は
此
所
謂
深
砠
を
以
て
テ
人
類
に
直
接
且
つ
確 

實
な
る
利
益
を
提
供
し
■
る
も
のw

看
做
し
、
之
を
以 

「
て
か
の
政
治
的
正
義
に
適
應
す
る
が
如
く
人
類
を
完
全
：
 

に
改
造
す
る
事
の
迁
遠
に
し
て
又
比
較
的
不
確
實
な
る 

利
益
ビ
相
對
峙
せ
し
む
る
も
の
な
る
を
附
言
し
た
い
 ̂

®
ふ」

(
B
o
n
a
r
: 
philosophy and 

political 

E
c
o
n
o
m
v

 

2
nd ed, pp. 

2
0
7
-
2
0
8
)

o Bagehot 

が
道
徳
的
抑
制
の 

:

追
認
^
以
て
.

「

人
口
論」
初
版
に
對
す
る
論
理
的
自
殺
で 

あ
る
ミ
斷
ず
る
の
は
半
面
の
眞
现
を
道
破
し
て
ゐ
る
。 

乍
併
開
時
に
他
り
重
毀
な
.
6半
商
を
看
過
す
る
の

ぎ
を
得
な
い
。
ゴ
ド
ヰ
ン
は
私
有
財
產
制
度
を
以
て
人 

類
の
完
全
性
を
蔽
ふ
劣
惡
極
ま
る
制
度
で
ぁ
る
ミ
主
張 

し
な
，か
ら
、
荷
此
惡
制
の
中
に
在
っ
て
现
性
の
啓
歟
を
' 

完
成
し
得
る
も
の
€
確
信
し
た
:0
彼
は
^
れ
程
に
人
性 

の
.樂
觀
論
者
で
ぁ
0
|2
。

.マ
ル
サ
ス
は
多
太
の
危
惧
を 

包
藏
し
乍
ら
も
兎
に
负
道
德
的
抑
制
ミ
云
ふ
唯
'一
の
光 

明
を
見
出
し
た
。
然
も
彼
は
間
接
に
之
を
刺
戟
す
る
所 

の
私
有
財
淹
制
度
無
し
に
は
，到
底
其
效
朵
を
期
待
し
雛
. 

き
も
の
^

思
料
し
れ
:0
そ
れ
程
彼
は
人
性
の
悲
觀
論
者
. 

で
ぁ
っ
た
。
而
し
て
又
是
れ
有
る
I

に「

人
ロ
論」

は 

爾
來
長
年
.月
に
亙
っ
て
1
'切

.
の

共

產

主

義

的

或

は

集

產
 

，
主

義

的ft
會
改
造
の
企
劃
U

最
も
勢
威
有
る
一
障
碍
を 

與

ぺ

、

資

本

主

義

經

濟

紺

織

の

，謳

歌

者

に

最

も

，有

利

な

. 

る
:i.

論
據
を
提
供
す
る
に
至
り
し
も
の
で
ぁ
る
。

，
以
上
私
は
成
可
く
批
判
的
態
度
を
囘
避
し
て

'®
マ
ル 

サ
メ「

人
口
論
し
の
骨
子
を
如
實
.に
摘
記
す
る
鄯
に
力
め 

作

0」

固
よ
う
此
他
に
多
量
の
#
肉
：が
あ
p
r 

.而
し
で
事

實
此
脾
肉
を
看
過
せ
る
が
爲
に
屢
々
誤
ま
れ
る

搏
擊
を 

誘
致
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
は
最
後
の「
人

r:
i
論」

批
判 

の
章
に
.於
て
自
ら
論
及
の
機
會
に
逢
看
す
る
で
.あ
ら 

5

0
是
に
先
立
つ
て
少
時
、「

A

n
論」

の
根
柢
を
培
ふ

マ
ル
サ
ス
の
哲
學
思
想
にI

瞥
を
與
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

.

.

.
:
.

::
.備
-..考 

：

::

「

{
第
一
草
、「

政
治
的
正
義

」

、ヾ

「

人
ロ
論」

.前
號
所
ぎ 

ト
ー
マK*.

マ
：j

辩
ニ
寧
、
{■人

ロ
論
し
の
股
理
ミ
政
樊
本
號
执
敕)

丨
 

ル
サ
ス
，論

P
I
S

1;
:「

人
口
論j

の
哲
摩
想
想(

次
號
所
戦)

m
四
草
、r

人
口
論」

批
列 

：

:

:
;
,
:
社

會

思

想

家

^
し

て

の

ジ

、

'ン；ラ
ス
キ
ン
の
生
涯

(

こ
ソ
；

奧

井

復

太

郧

:
 

一
■

ジ
ョ
ン
•
ラ
ス
キ
ン
の
生
®
は
普
®

一
 
八
六
〇
年
を
•境

第
十
七
餘(

ニ
四
三)

雜

錄

社

意

讓

t

s

s
ン
Sフ
ス
キ

ン

の

產

第

二

號

八

泡



第
十
七
猪

(

ニ四四

)

雜

錄
社
會
思
想
家
ミ
し
て
の
汐
ョ
ゾ
；
スキゾの生通，

 

第
ニ
璘
：

八六

.

ご
す
る
美
術
批
評
家
ビ
し
て
の
時
代
^
同

苹

以

降

の

社0
0
0
k

 

in 

T
h
e

 

Life 

of J. 

R

k

,
 

I, 

p. 

i.
)

一
 

個
の
.

會
批
評
家
ど
ー
て
の
時
代
の
-ー

期

に

區

劃

さ

れ

て

ゐ

生

長(

a Q

r

o

l

)

€
も
看
做
す
可
き
も
の
で
あ
つ
て
此
の
- 

k
-
- 

w
. 

H
- 

0
0
0̂ 

^

^

 

0̂
. ¥

0 

點
に
關
す
る 

Marshall 

M
a
t
h
e
r

 

の
觀
綹
は
次
の
如
く

は
此
の
腐
別
に
從
つ
て
|第

1
纸
ニ
.の
兩
冊
に
分
た
れ
て
 ̂

『

彼
は
決
し
て
最
初
の
主
義
主
張
を
捨
て
た
跗 

ゐ
る
し
，W

.

 

G. 

C
O
I
H
n
g
w
o
o
d
:

の
T
h
e

 

Life 

a
n
d

マ
は
な
い
一

—

疑
ひ
も
な
く
其
等
を
漸
次
正
し
て
行
つ
た 

W
o
r
k

 

of J
o
h
n

 

R
u
s
k
i
n:

も
ラ
ス
キ
ン
の
生
涯
を
四
期|

の
/:
'
。
そ
し
て
ぼ
ん
や
り
€

し
た
迎
解
か
ら
漸
次
完
全 

に
區
劃
す
る
も
の
、

(

即
ち
、

‘

B
o
o
k

 

L
I 

T
h
e

 

B
o
y

 

|

な
る
、
且
つ
堂
々
^
る
識
見
に
移
つ
て
行
つ
た
の
で
あ 

P
o
e
t

 

(
1

001
9
-
1
8
4
2
)

 

B
o
o
k

 

II.

丨T
h
e

 

A
r
t
o
r
i
t
i
c

 

|

る
。
* 

: 二
十
年
前
に
は
屢
々「

ラ
ス
キ
ン
の
矛
盾」

W

 

w
o
o
 ̂

E
 

^

云
ふ
事
が
云
は
れ
た
、
そ
し
て
所
謂
彼
の
前
後
掼
着
な
：
 

&
3
, 

w
o
o
 ̂

る
も
の
ば
皮
相
的
の
.讀
者
の
哄
笑
、
嘲
笑
を
貢
つ
た
も
：
 

C
I
S
7
9
I

009
2
)
〕

一
八
六
〇
年
を
以
つV

其
の
著
身
を
前
の
で
•あ
つ
た
。
然
し
最
高
の
堅
實
性
は
前
後
の
掼
着
を

I
 

後
ニ
卷
に
分
け
て
'ゐ
る
。
勿
論
人
の
.思
想
は
決
し
て
瞬
：：.生

す

る

。
最

大

の

敎

«

^

が
--
*
ー
度
目
の
著
述
を
す
る
場

時
的
に
大
變
化
を
來
れ
す
も
の
で
は
な
ぃ
。

0
ぎ
1
^
0
-
ー
合
に
は
以
前
ょ
り
も
多
く
觀
察
し
、
11
1

に
、多
く
云
は
ん

.. 

,.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-,

..
 

.

.

.

ableness 

w

云
ふ
事
は
往
々
に
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
思
*

^

欲
す
る
も
の
を
有
す
る
か
ら
し
て
ニ
度
同
じ
樣
な
著

に
加
へ
ら
れ
る
枇
評
で
あ
卜
非
難
で
は
あ
る
が
彼
の
思
述
を
反
覆
す
る
事
は
出
來
な
ぃ
。

-』
(Ibid, 

Jntro-

想
の
變
化
は
彼
自

身

の

云
へ
る
が
如
く (

3
多
o
e 

ductory 

note 

to 

fiith edition, 

p. 

X
L

)

,

.the 

. 

M
o
d
e
r
n

 Painters, 

,

VOL.
ベ
. ，
qcoted. 

b
y

 

.
w
‘ 

T
V
. 
故

に

ニ

八

六'
o年
以
降
の
■..ラ
ス
ソ
キ
ン.の
思
想
は
晚
に
，

そ
の
以
前
の
彼
の
生
涯
に
屢
々
現
は
れ
て
來
て
ゐ
る
。
 

»

考
も
旣
に
極
め
て
简
取
な
が
ら
嘗

.で
ラ
ス
.キ
：
ン0
奢 

侈
論
を
紹
介
し
た
時
に
此
0:
點
に
就
い
て1

音
し
て」

お 

い
た
。(

本
誌
大
H
十

一

雄

五

月

號

九

1

丨
ニ
茛
參
照) 

從
つ
七
丁
度
一
八
六
0
ギ
頃
に
生
^
の
變
«
期
を
持
つ 

た
と
云
ふ
®

は
ラ
ス
キx

の
生
涯
の
如
含
大
册
に
瓦
る 

傅
記
を
書
く
傳
記
記
者
に
ご
つ
て
極
め
て
，便
宜
な
方
法 

で
ぁ
る
尤
も
0
0
0ド
氏
は
11
に
典e

以
上
の
.通
•

彼 

の
ラ
^
キ
ン
條
の
緖
言
に
擧
げ
て
ゐ
る
°
:

:『

ラ
ス
キ
ン
の
生
涯
並
び
に
：彼
：の
影
響
の
過
程
は
珍 

-

ら
し
い
程
適
切
に
彼
の
傅
記
を
！

1

册
に
分
割
す
る
の
に 

役
立
？

ゐ
る
•出

生

ょ

-
^
一

 

八
六
〇
年
迄
、
一
八
六
〇 

年
そ
の
死
ま
で
に
亙
る
：

|

ー
舾
は
被
の
歷
史
の
ー
一
卷 

に
相
當
す
る
。

一
八
六
0
年

€
云
ふ
苹
は
プ
づ
の
.分

岐 

線
を
爲
し
て
ゐ
る
ー
此
の
年
代
以
前
は
美
術
に
關
す
る 

翁

述

家

：で
ぁ
，つ

た

が

此

の

準

代

以

後

は

又

經

濟

學

，に
.關 

す
る
著
述
家
ど
も
な
つ
た
。

.

:(c
o
o
k

氏
は
こ
れ
に

-續
い
で
魄
に
述
べ
た
樣
に
人
の
生
涯
や
思
想
が
全
く
防 

水
隔
室
の
樣
に
隔
て
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
も
云
ふ 

事
を
述
ベ
て
ゐ
る
。)

：
•
一
 
八
六
0
年
以
_
は
ラ
ス
キ 

卜

ン

は

，
美

の

，
世

界

の

解

說

者

：

W

し
て
其
の
主
な
る
活
動
を 

:\ 

.爲
し
て
ゐ
た
が
同
年
以
後
は
圭
ご
し
て
世
界
を
改
造
す
.
 

\

可
き
使
命
を
果
す
爲
め
に
熱
中
し
て
ゐ
た
。
然
も
社
# 

に
於
け
る
彼
の
名
聲
も
此
の
彼
の
興
味
の
龆
分
と
相
一 

致
し
て
ゐ
た
。
此
の
傀
記
の
第
一
冊
は
ラ
ス
キ
ン
が
最 

」\

初
は
多
少
の
偏
見
ビ
戰
ひ
な
が
ら
6
漸
次
哝
方
を
得
な 

I
:

が
ら
'I

股
的
承
認
を
獲
得
す
る
に
至
つ
た
經
過
を
示
す
，
 

;:
で
あ
ら
ぅ
が
其
の
第
一
一
嫌
に
於
い
て
は
吾
々
は
彼
が
嘲 

\

弃
せ
ら
れ
、
或
は
最
後
に
於
い
て
或
る
者
に
ょ
つ
てI- 

ぺ
層
稱
贊
せ
ら
れ
尊
敬
せ
ら
れ
は
し
た
が
又1

層
疑
惑VJ 

混
亂
こ
の
焦
黏
ビ
な
つ
て
ゐ
た
の
を
見
出
す
の
で
あ 

る
'。'
第
一
卷
は
華
か
な
る
連
續
的
成
.功
の
記
錄
で
あ
る 

が
第
二
卷
は
明
白
な
る
失
收
の
記
錄
で
あ
る
。』

(
T
h
e

 

Life 

of* J". 

"R. 

vol. 

L

 

Introauctoly, 

x
x
i
v
l
x
x
v
y
m

.
笫
ニ
號 

八
七

第

十

七

卷(

ニ
四
五)

雜
錄
社
會
思
想
家
と
し
て
の
ジ
ョ
ン
®ラ
ス
キ
ン
の
生
涯



:
辩

十

七

卷(

ニ
叫
六〕

雜

錄
社
會
思
想
家
と
し
て
の
ジ
ョ
ン*

ラ
ス
キ
ン
の
生
涯 

笫
二
號 

八
八

に

C
o
o
k

氏
は
兩
特
代
の
對
照
^
し

て

一
八
六
〇
年
注
意
を
拂
ふ
價
値
が
あ
る
。
社
會
經
濟
に
關
す
る
彼
の 

:
に
菜
る
迄
の
年
代
は
：一フ：ス
キ
ン
の
生
涯
に
於
い
て
大
部
著
作
は
其
の
中
に
美
術
の
貢
献
ど
云
ふ
事
が
舍
ま
れ
て 

.
へ
分
秧
游
の
あ
る
必
然
的
發
展
ど
考
へ
ら
る
、
も

の

で

あ

：
ゐ
る
が
.故
に
な
ほ

1
層
：廣
汎
な
る
茈
礎
の
上
に
立
つ
も 

:

つ
た
が
：一
八
六
〇
年
以
降
の
生
涯
：は
寧
ろ
之
れ
^
非

常

の

で

あ

る

。
而
し
て
多
岐
に
亙
る
敎
義
、
熱
誠
、
著
述 

に
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
::
:
彼
は
4
私
の
老
年
時
代
は
本|

の
下
に一

賞
し
て
彼
は
同一

の
理
想
を
追
及
し
、
同

1 

常

：の
；所

靑

年

時

代

で

あ

る
.

』
(My:,

。
;-
為

-,
§
 

『

愛
ミ
喜
悅
ビ
賛
稱 

:.y
o
u
t
h
)
：̂

云
ふt

フ
ス
ヘ
キ.‘ノ
の
言
葉
を
别
用
し
て
ラ
ス
’キ
.
.

| 

k
の
力
を
凡v

て
包
合
せ
る
生
活
、
其
の
生
活
を
外
に 

ン
が
老
年
に
於
い
て
、
*
:ろ
賢
明
愼
慮
ビ
俎
は
る
可
き.1.

し
て
他
に
富
は
存
在
し
な
い
ビ
云
ふ
事
で
あ
つ
汷
。』 

慣
習
や
思
想
の
抑
制
か
ら
全
く
逃
れ
^
广
往
^
靑

年

時

ニ

^

プ̂
^
芨

矛

&
タ
勺
し
^
^

:

代
に
'の
み
屬
す
る
様
に
考
：へ
ら
れ
て
ゐ
る
、：

ょ
り
頑
强 

六

：

な
る
桃
戰
、
ょ
6
敢
斷
な
る
企
圖
の
世
界
に
轉
じ
た
事
|

バ『

若
し
も
吾
々
が
ジ
ョ
\
こ
^

を
述
べ
て
ゐ
る(

g
a
.たI

n
t
3
:
x
x
v

 

g
d p. 

2
1 

才
及
び
彼
の
缺
陷
を
知
ら
ん
ビ
欲
す
る
な
ら
ば
、
吾
 々

:併

しC
o
o
k

氏

も

ラ

ス

キ

ン

の

年

涯

及

び

そ

の

：著

作

，一

は

先

づ

彼

の

幼

時

の

諸

關

係

が

如

何

に

異

常

の

性

質

を 

の
全
般
を
通
ず
る
統
一
は
就S

て
述
べ
た
後
で
次
の
樣
帶
び
て
ゐ
た
か
を
充
分
に
認
め
な
け
れ
ば

!

ぬ』

 

に
述
べ
て
ゐ
る
。 

；

•

(
A
d
a

 

E
a
r
l
a
n
d
l

 B.uskin 

and his circle, 

p 

1
7, 

a
nd 

■『

ラ
：ヌ
キ
ン
の
美
術
に
關
す
る
著
作
に
は
、
彼

が

美

術

cf. 

W
i
n
g
a
t
e
—
Life 

of John 

R
u
s
k

B-
?

J
o 

s
生
活
.
€を
結

び

っ

け

て

ゐ

た

に

，ょ
っ
て
.な
.ほ
大

な

る
.

又

.

Frederic 

Harrison 

.は
云
：.ふ

-
『

彼
の
親
達
は

自

，分

等

の

見

解

に®
い
て
彼
等
の
驚
'
 

:

異
す
可
き
子
供
を
啓
發
す
る
褂
を
以
つ
て
其
の
全
生
活
，
 

の
唯
一
，
のn

n

的
ミ
し
て
ゐ
ft
が
、
不
辕
の
意
思
を
11
1
ハ
へ 

た
、
斯
か
る
親
.達
に
ょ
つ
て
永
く
中
年
.に
至
る
迄
、
か 

く
も
全
然
家
庭
の
中
に
駿
け
ら
れ
、
育
て
ら
：れ
、
又
そ 

の
世
詔
を
受
け
た
子
供
は
餘
り
多
く
な
巧
，
家
庭
の
生 

活
狀
態
、
そ
の
出
來
事
及
び
規
*
の
.影
響
を
更
に
一
：舞
 

深
ぐ
受
け
た
思
想
、
性
：質

W
.
S
:ふ
も
の
も
亦
他
に
餘
り 

多
く
*
狂
し
て
は
ゐ
な
い』

(John 

R
u
s
k

B*, 

p
v
s
)

ラ
ス
キ
，
ン
自
か
ら
も
兩
親
:0
性
@
、
才
能
に
就
い
.て 

次
の
如
く
1;
云
ふ
。

ハ
ぃ 

::r

私
に
及
ぼ
し
々
其
等
の
影
響
.；は
其

の

當

時

並

び

に

：
 

永
く
其
0
後
の
生
活
R
亙
：つ
て
他
の
如
何
な
る
外
部
の 

狀

態

即

：
ち

大

學

校

時

代

や

又

：
，は

1]
1
:間
に
於
：け
る
交
友
或 

は
敎
導
者
等
ょ
り
の
影
響
以
上
に
重
大
な
も
の
で
ぁ
つ 

た』

,

(praeterita, 

V
o
】. 

I
.

o-
h
a
p
.
<
^;
§
-1
4
0

)

故
に
ラ
；ス
キ
ン
の
傅
記
冷
者
は
普
通
先
づ
ラ
ス
キ
ン 

笫
十
七
涖

S
四
七)

雜

錄

；
社
會
思
想
家
ミ
し

の
兩
親
ミ
其
の
家
庭
生
活
に
就
い
て
筆
を
起
す
の
で
あ 

る

.
筆
者
も
以
下
其
の
例
に
倣
ふV
筆
を
進
め
よ
ぅ
。

E. 

T. 

C
o
o
k

氏
は
ラ
ス
キ
ン
全
集
、

(
卜
チ
ョ
^

o
a

— 

rt
o
p

)

館
三
十
五
卷
の
緖
言
中
に
於
い
て
ラ
ス
キ
ン
の
父 

母
趣
び
に
彼
の
幼
年
少
牟
峙
代
の
WB
M
に
就
い
て
は
ラ 

:ス
キ
ン
の
.自
^

^
で
あ
るP

r
a
e
t
e
H
t
a

の
中
に
語
ら
れ 

た
以
上
に
補
足
す
る
必
要
を
見
な
い
ビ
述
ベ
て
ゐ
る
。 

'(Tbid.J p. 

b
d
〕

ラ
.ス
キ
ン
自
身
も
®
の
自
叙
傅
の
第
一 

卷

筋

，☆:章

九

十

六

節

に

此

の

時

代

の

出

來

事

に

關

し

て 

彼
m
.外
の
者
は
被
以
上
に
語
る
»

の
出
來
な
い
旨
を
書 

S

て
ゐ
る
。
た
ぃ
此
の

Preaterita

は
ラ
ス
キ
ン
が
極 

め
て
肉
*
に
書
き
連
ね
た
も
の
で
あ
つ
て
0
。
务
氏
の 

前

記Library 

e
d
i
t
i
o
n

第
三
十
五
卷
の
緖
言
に
よ
れ 

ば
此
の
ラ
ス
キ
ン
の
最
後
の
著
作
が一

つ
の
本
€
し
て 

纏
め
ら
れ
た
の
はprofessor N

o
r
t
o
n

の
勸
め
に
よ
る 

も
の
で
あ
つ
て
之
れ
に
よ
つ
て
ラ
ス
キ
ン
は
旣
にJ

r
i

 

Q
a
v
i
g
e
r
a

の

中

に

時

々
書
い
，た

彼

の

過

去

の

囘

想

を

自

り.ジ
£|
ン
*
ラ
ス
キ
ン
0
生
涯 

第
ニ
號 

八
九



第
千
b
怨

(

ニ
四
八)

雜

錄
社
曾
思
想
家
と
し
て
の
-ッ
ョ
ゾ
费
ラ
ス
キ
ゾ
の
生
沿
'

笫
ニ
魏

叙
傅
ビ
し
て
別
冊
に
纏
め
薇
決
心
し
れ
の
で
あ
る
ノ 

^
其
れ
は
ラ
ス
キ
ン
の
希
祟
し
許
截
し
て
ゐ
た
通
6
に 

實
行
さ
れ
な
い
で
終
つ
れ(

同
鉼
^
五
四
岚
參
照)

乂 

0

0

氏̂
.に
ょ
れ
ば
彼
:0
,計
晝
に
於
い
て
も
ラ
ス
キ
ン 

は
決
し
て
自
巳
の
生
涯
の
究
全
，に
し
て
且
つ
系
統
的
な
. 

兌
贝
を
下
さ
ぅW

し
て
ゐ
た
も
の
で
は
な
く
て
其
の
表 

* 

題
は
寧
ろ
ラ
ス
キ
ン
.が
懷
い
て
ゐ
^
此
の
企
薇
の
規
模
；
 

が
餘
b
に
大
で
な
い
の
を
語
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
過
去
の 

中
”
ら

『

m
II
に
憤
す
る
ぐ」

思
は
れ
る
出
來
事
や
思
想 

の
®
槪』

を
與
ベ
る
も
：

の
：：

で
あ
つ
^
。『

ラ
：ス
キ
ン
は
睞 

に

F
o
r
s

 

c
i
a

<.g
e
r
a

を
書
い
て
'ゐ
る
中
(:
か
、
る
過 

去
の
場
面
が「

穩
か
に
彼
の
追
懷
に
浮
ん
で
來
た」

事
を 

認
の
て
-ゐ
^r

を
こ
で
今
や
彼
は
#

H
彼
の
過
朱
に
就 

い

て

の

l

ir
を

書

き

現

は

す

の

に

着

手

し

始

の

/2
‘ 

• 

• 

:

』
(

前

揭

窬

緖

言

.¥
£

ニ

頁

.參

.照

)

故

に

ラ

ス

キ

.

.，ン：
0
生
 

V

#:

を
手

取

I卑
く
知
ら
う
^

試

み

.る

鑛

考

il
ご

つ

て

は

此
 

:
の
資3

^

は
'
®め
て
不
遍
當
で
ゐ
る

o
著

^
:
0身

が

：
^

の

:

中
に
於
い
てr

關
係
の
あ
る
題
目
が
私
の
心
に
浮
ん
だ 

時
に
そ
れ
を
書
い
て
行
け
ば
私
の
歷
史
は
結
局
煨
も
完 

全
な
も
の
ど
な
る」

ビ
君
へ
て
機
會
の
あ
る
時
に
必
し 

も
、
年
代
順
的
か
形
式
を
踏
ま
：す
に
彼
の
生
涯
の
出
來 

一
事
に
就S

て
記
錄
す
る
旨
を
斷
つ
て
ゐ
る
。(

s
s
t
e
r
T* 

i

 

t
a
-
V
O
L 

i, 

chap. 

vH, 

§ 

1
400)

饼
し
目
次
に
於
い
て
は 

:

各
章
何
れ
も
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
ゐ
て
、
ラ
ス
キ
ン 

0
幼
時
が
ら
オ
ク
ス
フ
ォ

I
ド

時
代
に
瓦
る
記
錄
は
大 

體
其
の
第
一
卷
に
包
含
さ
れ
て
.ゐ

る(

勿
論
第
一
卷
に 

|

は
祖
先
に
就
い
て
：の
僅
か
の
記
錄
を
兩
親
に
就
い
て
の
，
 

I

:;
充
分
な
る
記
錄
t
を
並
せ
含
ん
で
ゐ
6)

故
に
最
も
便 

I
:

利

：
i

ラ
ス
キV

の
生
涯
を
硏
究
す
る
方
法
は
ラ
ス
キ
ン

.一.

.の

.評
傳
の
權
威
^

-
w
. 

T
.

0
0
0
^
氏
の
^
傅
で
6
る

ビ
いC

o
l
l
i
n
g
w
o
o
d

著

のLife &

 W
o
r
k

 v
j

か
を
ー
手
弓 

S
し
て
彼
の
自
叙
傳
を
並
せ
薇
む
事
で
め
ら
ぅ
。
筆
漭 

>

大
體
此
の
：か
法
に
從
つ
た
奢
で
あ
0
其
他
に
參
照
し 

た
：書
物
は
本
文
.の
.中

に

る

に

‘.際
し
：て
明
白
g
な

|

\

i

£

る
で
あ
ら
ぅ
。

：

.
七

.

n
:
.

ン
遺
修
尤
敎
育(

或
ば
環
境)

^
は
大
體
に
於
い
て1

俩 

人
の
匪
格
、
思
想
を
決
定
す
る
も
の 

< 考
へ
ら
れ
る
。
 

此
の
意
味
に
於
い
て
_
 ;

M
a
t
h
e
r

は
ラ
ス
キ
ン
の

兩 

親
の
性
格
に
就
い
て
の
記
錄
を
其
の
評
傅
の
胃
頭
に
置 

き
逬
に
ラ
ス
キ
シ
の
性
格
に
對
し
て
H
つ
の
大
な
る
構 

成
的
影
響
を
龆
別
し
て
ゐ
.
6。(

J
&
P Rcskin, 

His 

L
i
&

 and 

Teaching, 

P
P
V
I

丨

4, 

p. 

6
.
)

ラ
ス
キ
シ
自
身 

は
其
®
.自
叙
傅
の
中
に
®
遇

又

は

或

る

，二

つ

の

出

來

事 

が
其
S

A

0性
格
、
思
想
比
與
人
る
影
響
の
輕
重
に
就
，

 

い
て
傅
記
々
、者
♦か
往
々

其
の
^

«
の
意
義
を
過
重
視
す 

る
事
を
響
し
め
天
賦
の
資
性
に
就
.い
て
說
い
て
ゐ
る
が 

(
F
r
o
s
t
e
l
,

 

I, 

§ 

2

S其
め
，天
賦
の
資
性
の
發
现
は
大 

い
に
興
の
：人
格
の
瑗
境
に
依
る
所
が
多
い
。
此
の
#
、味
，
 

に
於
い
て
彼
の
兩
親
の
性
格
、
n
常
の
生
活
狀
態
は
ラ
ヾ
. 

!
ス
キ
シ
の
生
涯
の
構
成
的
勢
力
：で
‘
る
。
：A

『

幼
兒
の
頃
も
少
年
時
代
も
彼
は
母
に
依
つ
て
敎
へ 

.ら
れ
た
。
學
校
に
於
い
て
も
被
は
姐
學
生
で
ぁ
り
然
も
，
 

學
校
生
活
は
間
歇
的
で
ぁ
ク
た
U
旅
行
す
る
時
で
も

糊 

親

は一

鍺
で
ぁ
つ
た
し
、
彼
が
ォ
ク
ス
フ
y 

I

Kに
，住 

ひ
欉
に
な
つ
れ
時
で
さ
へ
彼
の
母
は
彼
に
附
い
て
行
つ 

为 

'

』
(E. 

T. 

C
o
o
k

 
丨 Theh Life 

of 

J
o
h
n

 

R
u
s
k
b
,

 

v
o
l
'
r

p>. 

7
、
Cf. 

c
o
o
k
y

 

L
i
b
r
a
r
y

 edition 

of R
u
s
-

 

k
i
n
w
c
o
m
p
l
e
t
e

 

W
o
r
k
s
,

 

v
o
l
.
L

 

Introduction, 

T 

xxiii.)

J
o
h
a

 

T
s
l
e
s

 

R
u
s
k
i
n

 

M
a
r
g
a
r
e
t

 

R
u
s
k
l
n

 

に
就 

|

い
て
は
吾
々
は
ジ
ョ
'
 
y 
*ラ
ス
キ
^

0
自
叙
.傅Prceterita 

の
第
一
卷
第
七
草
に
彼
等
の
子
供
の
手
に
な
る
記
錙
を 

一
見
出
す
。E

d
i
n
b
u
r
g
h

の
ラ

ス

キ

ン
が
同
地
に
於
い
て 

泪
當
の
生
活
を
爲
し
o
r
. Th

o
m
a
s

 

B
r
o
w
n

な
V
J>t
親 

交
の
ぁ
つ
た
«1
'
は
既
に
前
號
に
於
い
て
^

べ
/2
al
0' 

子

のJ
o
h
n

 

J
a
m
e
s

 

R
u
s
k
f
n

は
其
後
商
業
に
ょ
つ
て 

發
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
境
遇
に
ぁ
つ
た
け
れ.y

レ

第
二
號 

九
一



純命思想家

e

b
ての

*
>
»
.
ソ
与
ス
み
ソ
の
牟

_ 

第
一
一
駿 

九II

ン
ド
ン
に
赴
は
あ
る
が
氷
彩
晝
を
ょ
く
し
た

•又
彼
は
文
學
を
好
み
、 

古
い
優
秀
の
文
學
者
の
著
作
を
立
派
に
朗

«
し
た
。
古 

い
^
云
つ
て
も 

Pickwick 

や^
octes 

A
m
b
r
o
s
i
a
n
s

が
出
た
時
に
は
其
等
を
讃
め
た
位
で
あ
る
か
ら
典
れ
程 

舊
式
な
趣
味
で
も
な
か
っ
た

。
又
彼
が
蘇
格
蘭
や
西
班 

牙
を
旅
行
し
た
時
に
其
等
の
地
の
風
景

.や
：建

築

を

愛

し 

た
。
:然
し
彼
は
殆
ざ
何
處
で)

も
又
ざ
ん
な
も
の
に
で 

も
興
味
を
見
出
し
ぅ
個
人
で
あ
っ
て
、
實
際
的
な
判
斷 

力
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
な
氣
質

V

 I.

緖
に
な
り
、
强
い
感
情 

.足
意
見
グ
が
廣
い
同
情
に
結
び
付
い
て
ゐ
た
氣
の
ょ
.く 

つ
く
人
で
あ
れ
。o

o
p
i
e
y

や

Northcote

の
描
い
た

第

十

七

卷(

ご
布
.〇)

■雜

：.錄

も
可
な

6
文
學
的
才
能
の
あ
つ
た
事
は
ロ 

ぃ
た
彼
に
與
へ
た
前
記

Dr. 

T. 

B
r
o
w
n

の
手
紙

2 

':
• 

.

'A
0
七
年
二
月
十
八

H
附
、
.一
—
 Praeterita, 

vol. 

I* 

chap. 

vh

い§

ぶ
t

前
號
に
於
い
：て

b
r
. T. 

B
r
o
l

 

が
ジ
ョ
ン
，
ジ
ゴ
ー
ム_ス
:«
ラ
ス
キ
ン
に
ラ
テ
ン
の
硏
究
ぞ

:
經
濟
學
の
修
得
を
書
面
を
以
，

0
V
®

め
た
^
書

ぃ

，
た

が
 

之
れ
は
其
の
書
商
で
あ
态〕

の
中
に
認
め
ら
れ
る
。〈

又 

ラ
.ス. ；

キ
ン
の
父
が
美
術
上
の
®
味

を

可

な

り-®
富

に

持
 

つ
て
ゐ
た
事
は
後
の
記
述
に
ょ
つ
て
明
か
に
な
る
で
あ 

も

ぅ

。
一
故
に

A
s
h
m
o
r
e

 

W
ingate 

‘は
彼
を
以
つ
て『

菊 

萄
酒
商
ど
し
て
の
商
賣
上
の
極
め
て
銳
敏
な
る
才
能
^

あ
ら
ゆ
る
美
を
毫
も
條
ま
ず
に
賞
飯
す
る
カ
マ」

を
併
せ
：
|
彼
の
肖
像
は
.縱
敏
な
、
上
品
な
、
何
づ
れ
も
一
個
の
紳 

具
.へ
た
顔
著
な
る
性
格
を
持
つ
た
人
で
あ
る1

ヒ
書
い
士
の
風
に
具
は
る
容
貌
を
懷
は
せ
る

0』
(

独
ー)
(
T
h
e

 

て
ゐ
る 

o rT
h
e
'
L
i
f
e

 

of JV K-Uskirv p. 

3o
o
O
H
i
n
g
-

 

life 

a
n
d

 

w
o
r
k

 
of 

j

,
 

R
u
s
k

3*/
V
O
L

 

I
'
p
.

 

II) 

w
o
o
d

ば
次
の
‘如
く
番
く
、：

 

ハ
然
し
ラ
,
キ
ン
自
身
も
認
め
て
ゐ
る
様
に
家
庭
じ
於

:『

然
し
彼
の
商
賣
上
の
心
，痛

は

彼

の

文

«

的
趣
味
に

 

'け
る 
>
殊
に
ラ
ス
キ
ン
：に
對
す
る
關
係
に
於
い
て
は

'
 

i
ク
て
救
は
；
e
f
c。
彼

^

術
を
愛
好
し
、
古

い

型

で

^M
a

r
g

a
r

e
t

 

：R
u
s
k
?
n

は
ジ

3
ン
•
ジ
ム
.-？

ス
ょ
ち
も
强
い

今

多

1
i

ai
%_
i?!
1
I%
\
!
I1
I

勢
力
を
持
っ
て
ゐ
た
。

(

自
叙
傅
第

.一

卷
第
一
萆
、
第

二

照

)

然
し
ラ
ス
キ
ン
は
此
處
で
は
寧
ろ
彼
の
母
の
文
學 

十

節

、
，
：第

二

章

第

四

十

一
節
參
照)

A
d
a

 

E
a
r
l
a
n
d

は

的
才
能
に
就
い
て
、
記

述

し

て
ゐるのであつて 

此
の
事
を
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
 

C
r
o
y
d
o
n

の

g
r
s
' Ri

c
e

の
經
營
し
て
ゐ
れ
田
舍
の
學

T
i
K

ス
キ
ン
氏
は
穩
が
な

.性
質
の
人
で
あ
っ
た
。彼

の

、
校
出
の
彼
女
が
其
の
子
供
に
聖
書
な
ぅScottish 

par- 

襄
の
货
き
判
斷
に
强
い
信
念
を
持
ケ
て
ゐ
た
が
ノ
も
れ 

一
p

^

n
な
り
を
疋
し
ぐ
敎
べ
る
事
が
出
來
る
樣
に
な 

€
も
彼
女
の
ょ
り
强
い
：個

性

の

力

に

服

從

し

た

も

の|

つ
た
由
來
を
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、(

同

一

四

ニ

、

一 

か
、
.兎
に
角
彼
は
往
活
上
ょ
6
重
要
な
る
諸
問
®
に

關

四

六

節

參

照

)

彼
は
又
別
の
箇
所
で
彼
の
母
ど
其
の
妹 

^
て
は
彼
の
意
見
を
肋
げ
て
し
爻
ふ
彼
女
の
勢
カ
を
許
即
ち

C
r
o
y
d
o
n

の
叔
母
S
を
比
較
し
て
左
の
樣
に
沄
っ 

し
て
ゐ
た』

(
R
s
k
〖n

 a
n
d

 h
i
s

p.rcle'

ア
 ̂

\

て
ゐ
る
。

■.
 
i
:
.

 

;
 

.
 

,
 

-
 

一
.
.
.
：
：

 

:

:;
..
::•
.

 

. v 

—

:

 

. 

V一
 

. ：. 

：
：
.

.

;•
;■
'

勿
論
彼
女
が
未
だM

〖ss, 

Margaret 

c
o
x
;
^

し

てj

,
.

『

其
處
で(Mrs. 

R
i
c
e

の
學
校)

私
の
母
は
福
音
f
e
 

C
r
o
y
d
o
n

 

f
 

2
客

5

^
の
叔
父
の
家
^
家

政

を

/

義
的
の
規
律
を
敎
は
り
學
校
で
の
模
範
生
徒w

な
り
一 

執
り
に
赴
い
|2
事
ゃ
彼
女
が
從
弟
の
7
0
ぎ

J
ames 

j

©
上
手
な
裁
縫
婦
ご
な
つ
た
。
所
が
私
の
、
叔
母
は
全 

^

^
5*
の
有
カ
な
話
相
手
で
：あ
っ
た
事
を
知
る
者
は
家
::
-
'
|
:
然
此
の
繭
音
主
_
的
の
規
律
を
顧
み
な
い
で
學
校
の
厄 

庭
內
に
於
け
る
彼
女
の
勢
力
に
就
い
て
右
の
見
解
を
容
介
物

(

旦

為

昱

ミ

な

り

义

爾

兒̂
な
っ
た
。

:
■
.
'

 

■
■

.

.

.

.

 

-

.

.

 

.

'

ぃ
：
：

：
.

.

.

.■

認
す
る
ヤ
あ
ら
ぅ
。
ジ
ョ
ン
•
ラ

ス

キ

ン

は

其

の

自

叙

傅

. ' 
私
の
母
は
少
な
が
ら
ず
_
る
心
を
持
つ
て
ゐ
た
が
秀 

の
-

1:

章
に
於
い
て
可
な
.
b
,詳
し

く

此

‘の
母
の
都
を
述
ベ
.

で
た
才
能
を
持
っ
た
少
女
で
あ
つ
て
、
其
の
全
く
餾
膜 

て
ゐ
る
。(

第4

卷
、第
七
章

I

M

O、
：1
四

1,

各
節
參
的
な
行
爲
に
於
い
て
は
益
々
模
範
的
ど
な
つ
た
。
が
、

第
十
七
卷

(

ニ
i

l)

雜
德
斌
曾
淑
想
家
と
し
て
め
ジ
日
ン

5

スキ

>
'の

生

褪

;
第

ニ

魏

九

尨



第

十

七

卷

(

ニ
五

5

雜

錄

よ
b
多
く
の
機
智
ど
、
よ
り
少
な
き
誇
^
何
等
道
念
を 

持
た
な
か
っ
た
彼
女
の
妹
に
は
非
常
に
愛
さ
れ
も
し
れ 

.が

.又

笑

は

れ

も

し

た

、

叙

傅

，

第
：：1:

卷
第
.

1

章
九
、，
 

ー
〇
節
> 

, 

V 

'
A
d
a

 

E
a
r
l
a
n
d

は
彼
女
に
就S
て
次
の
如
く
書
く
。

『

彼
女
は
不
屈
の
意
思
を
持
っ
た
女
で
ぁ
っ
'て
嚴
格 

な
福
#
主
義
的
見
解
;̂

懷
い
て
ゐ
ね
。
.彼
女
は
，W
負
的 

で
ぁ
っ
て
友
達
も
多
く
な
か
っ
た
、
そ

し

て

彼
女
0
身 

の

家

庭

以

外

の

生

活̂
は
全
く
離
れ
て
、
賞
&
進
む
事 

の
出
來
な
い
隔
意
の
隙
璧
の
彼
方 

'に

間
.̂
籠
，っ
て
ゐ 

た
。
恐
ら
く
、彼
女
は
其
の
夫
よ
り
も
四
歲
の
年
長
で
お 

っ
た
し
又
彼
女
が
低
い
社
會
の
巾
に
生
活
し
て
ゐ
た
€ 

:云
ふ
：辦

を

病

的

に

氣

に.し
て
ゐ
た
故
に
>
家
族
關
係
以 

外
の
者
皮
親
密
に
な
-る
W
を
好
ま
な
か
っ
た
彼
女
の
心 

底
に
：は
無
意
識
な
が
ら
嫉
妬
の
感
情
が
あ
つ
た
。』

(

前 

揭
書
ー
五
頁)

社
#
拟
想
家
2
し
て
办
'ツ
ョX

*

ラ
ス
キ
ゾ
の
生
胆 

笟
ニ
跳 

九
四

『

彼
の
母
は
秀
で
れ
る
才
能
ミ
不
撓
の
意
胤
^
烈
し 

い
性
質W

殆V 」

沈
鐵
な
る
宗
敎
を
持
つ
た
女
で
あ
つ 

た
。』

b

別
揭
書
、
八
頁)

'
:

然

しc
o
l
H
n
g
w
o
o
d

は
之
等
に
較
べ
て
は
一
層
同
情 

あ
る
見
解
を
下
し
て
ゐ
る
。

『

彼
女
の
友
達
が
少
な
か
つ
た
ど
云
ふ
の
は
彼
女
の 

持
つ
て
' ゐ
た
偏
狹
なF

u
a
a
a
s
m

の
爲
め
で
は
な
い
。 

彼
女
の
遒
德
楓
€:
か
信
仰
^
か
は
其
の
關
係
す
る
範
圍 

內
で
は
極
め
て
嚴
格
な
も
の
で
あ
つ
た

ら

ぅ

が
尙
ほ
彼 

女
に
生
活
の
享
樂
^
娛
樂
さ
を
許
し
て
ゐ
れ
。
.況
し
て
レ 

や
皮
肉
家
ど
か
人
間
嫌
ひ

と

か
云
ふ
風
は
更
に
無
か

つ 

だ

:0
唯

被

女

は

世

間

的

地

位

で

，彼

女

ょ

り

上

の

者

に

御 

世
辭
を
云
ふ
事
の
出
來
«

い
誇
を
持
つ
て
ゐ
た
し
夂
性 

格
の
點
に
於
い
て
彼
女
と
同
等
以
外
の
者(

其
れ
は
あ 

ま
b
多
勢
は
居
な
い
も
の
だ
が)

に
は
容
易
に
近
寄
ら

H

れ
な
か
つ
た
"
か
く
し
て
普
通
に
面
識
を
得
た
者
は
彼 

o 
て不

利
益

--*:?s見
-

.

持
.

o

取
に
-

£=̂
.cv

た
'o
...
诛
'

に
教
い
来
か
ら
は
彼
女
は
後
年
好
か
れ
る
ょ
b
は
恐
れ 

ら
れ
た
o
然
し
彼
女
ビ
交

際
^;
結

び

得：/
5
者
は
僅
か
で 

1
1

あ
る
が
其
の
人
達
に
は
彼
女
ゆ
眞
梵
乜
惯
値
の
*
る 

友
人
：で

ぁ

っ/2
。』(

前
«

^
第

ー

卷「

ニ

頁)

要
す
る
に
是
等
の
颍
々
な
見
解
は
何
づ
れ
も
主
ご
し
一 

て
ラ

ス

キ
ン
が
^

の
自
叙
傅
に
於
い
て
述
べ
て
ゐ
る
所 

に
基
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
o
が
ラ
ス
キ
ン
の
兩
親
に 

到
す
る
性
格
其
の
他
の
舰
盤
は
彼
等
の
生
活
や
ラ
ス
キ 

ン
に
對
す
る
態
度
を
語
る
内
^
も
つW

明
ft
に
現
は
れ 

て
來
る
で
め
ら
ぅ
。
猶
つ
t
其
れ
.を

待

つ

て

：吾
々
は

」

フ 

,
キ
ン
の
兩
視
の
資
性
に
：對
す
る
批
評
を
定
め
る
を
以 

つ
て
妥
當
で
あ
る
ビ

.信
ず
る
。 

i;
ぐ

...1 

0 i 

pliingwood

の

VI
用
文
中
に
述
べ

f:Jchn JaBes Ruskip : \

.

の对像餾屮多ュ

^
菩
の
描
い
れ
む
の
は

！
：
.
！
'
. 

C
o
o
；k

氏
の
編
^

j 

l:
な

^
ラ
ス
キ
ン
全
集i

L
i
b
n
i
r
y
」
e
d
i
t
i
o
n
s

の

第

コ

ー

十

玉

狯

，
即
 

ち
.

3
a
a
e
r
i
t
a

)

e>
r

j

^

K

v
^f
l:
:
'
M
a
r
g
a
“
c
t
R
u
s
k

5-
0

-
£
:
:
M
i 

並
ん
で
戟
乜
ら
れ
て
わ
る
。
同
讲
1:
は
5 1

!:
別

の

你

像

が

狨

ゼ

ら

れ
 

て
め
ス
•が
之
れ
はSir H

e
n
r
y
,
!
R
a
e
b
u
r
n
.

の
'维
l
l
^
A
t
の
で
前 

記
の
よ
り
も
班
に
若
ぃ
啤
の
で
闾
谱
ー
六
頁
の
所
に
之
か
見
る
祺
が

出
來
る
.
®

乂
ラ
ス
キ
ン
の
父
の
水
彩
説
I-
瓶
し
て
it
ラ
ス
キ
ン
の
IU
救

^
>!
»
•
其
 

の
第
一
饴
'
第 
一
ニ
節
と
第
四
ニ
、

pl
i

H
節
の
ニ
個
#

に
典
の
記
錄 

か
見
る
。
評
細
は

:|
|
:ハ
の
個
所
卩
就
い
て
參
服
4*
名
ふ
0 

’

又
ラ
ス
キ
^
は
商
人
e
沄
ふ
も
の
に
對
し
て
餘
リ
好
惑
^
懷
い
て
ゐ 

な
か
つ
た
o _1

1

昨
年
の
本
認
上
で
ヲ
ス
キ
、✓
の
#
侈
諭
^
貂
介
し 

わ
時
彼
が
富
の
追
求
|:
對
す
厶
近
代
の
：人
々
の
_
度
に
甯
慨

4»
畠
じ 

て
ゐ
る
旨
4.
述
べ
<
お
い
れ
.0
. x

三
田
學
會
雑
誌
第
t
六
卷
笫
六
猇 

六
九
頁)

商
人
|:
對
す
る
態
度
|5
叫
翁
！.
1彼
が
自
敍
傅
の
一
節
ハ
第 

.一
柺
笫1

四
九
節)

{:
#
い
て
ゐ
る
。
又
之
れ
ミ
同
檢
％
|:
1
吻
は
問 

#
同
^5 *

の
笫
1
:
1
_
:/
\
節
|:
於
い
て Robert 

Cockburn 

の
.二
入 

の
子
供
|:
就
い
て
述
べ
て
ゐ
る
所
！

1
現
は
れ
て
ゐ
る
ニ

w
c
t
b
P
I 

l)usiness:witll their 

.
 father,'botll clever and en-rgelic, 

but 

crot-hrdistinctly

.
 reiol

l-te —

 as'indeed their 

Dareats .desired 

Ithat

c+
h
e
y 

would 

be .gentlemen'

cr
l
rt/
.t, 

salesmen 

second: 
ノ 

a character much .to .be'honoured'.aad retained 
a
m
o
n
'J
Q
.
c
s
*.
: 

nor 

B
c+heir 

case 

tlie .leastambitious or affection

t-te : 

geptle 
日 en 

t
h
l
o>
y were, —

borp 
s;o
,
:
a
.
a
d
.

 .more 

at 

liomc 

on 

■s
r
-
eP*
B
(/
J
&
P
 
口
B'
.
t
n
e

 coaatin

cfQ

i*ouse, aad withal 

a
t
tl'
.
p
t
i
v
e

 

enough 

their bus-Jiness /、

:

A

::
,
.
:
:

.

.
:
,

ジ
ョ
ン
.
ラ
ス
キ
ン
は
以
上
述
ベ
て
來
た
樣
な
兩
親
の

第
ニ
號 

九
五

第

十

七

溜

(

ニ
瓦
三

)

雜
錄
社
會
恩
想
家
ミ
し
て
の
ジ
ョ
ン
フ
ス
キ
ン
の
生
涯

•'
.
<



第
十
I
 

(

T
S四)

：
雜

錄

社

會

姐

想

家

ミ

し

て

の

ク
m

キ
ゾ
の
I
,

笫
.ニ
號

性
格
、
趣
味
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
：異
つ
た
-:
つ
の
影
響
を
受 

け
た
U
彼
が
父
親
に
負
.ふ
所
の
も
0
は
美
術
に
關
す
る 

興
味
ヌ
は
知
識
で
あ
り
母
親
に
負
ふ
方
|6
|
は
«
夂
の
持 

つ
て
ゐ
たevangel
o-ar puritanlsm

か
ら
生
じ
t
敎
育
：
 

の
方
而
で
ぁ
つ
た
。C

o
o
k

氏
は

『

若
い
ラ
ス
キ
ン
が 

生
活
し
て
來
た
落
圓
氣
は
斯
く
し
て
淸
敎
徒
的
で
あ
る 

V
,

共
に
又
美
術
的
の
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
此
の
货 

合
が
彼
の
生
涯
の
著
作
全
體
の
色
彩
ど
な
つ
て
ゐ
る
の 

で
办
る』

^J

述
べ
て
ゐ
る
。(

T
h
e

 

W
o
r
k
s

 

of 
John 

RusKin, 

edited 

b
y

 

Cook, 

Library, 

edition, 

vol. 

r introduction, 

p
.

 

X
X
I
V
)

從
つ
て
ラ

ス

キ
ン
に
及
ぼ 

し
た
兩
親
の
影
響
は
當
然
順
序
的
に
見
れ
ば
#
^
の
そ 

れ
が
先
づ
述
ベ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
ョ
ン
«
ラ
ス
キ
ン
が
一
八
一
九
年
二
月
六
ロ
に 

Henter Street

で
生
れ
た
時
は
彼
の
兩
親
は
最
単
餘
り

若

ぐ

は

な

か

つ

た

。

母

親

は

其

の

時

'ニ
十
八
歲
で
あ
つ 

お
の
で
.『

九

十
¥
以

前

に

行

は

れ

て

，ゐ

た

乎

供

の

養

胃
.
.

.法
の
^
格
な
P
育
も
此
の
場
合
寬
に
^
れ
る
だ
ら
う
 ̂

想
像
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
o
然
し
3
う
で
な
か
つ
2 

o 

J 

(
A
d
a

 Earland,

丨JR-uskln. a
n
d

.
 his circlsc, 

P
*
I
W
ン

旣
に
述
べ
た
樣
に
ラ
ス
キ
ン
の
母
は
極
め
て
不

W

Q
:、

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

|

意
思
を
持
っ
た
婦
人
で
あ
っ
た
•か

『

興
の
子
供
の
敎
育 

\

に
對
し
て
も
此
の
不
撓
不
屈
の
態
度
を
採
っ
た
、
最
も— 

一.
偏
狹
な
宗
派
に
鹰
し
て
ゐ
た
此
の
：ev

s
g
e
d
c
a
l

 Purit-

尸
■
: 
.

.

. 

: 

•
-

.

.

.

. 

; 

.

.

. 

.

.

.

\ 

の
彼
女
は
子
供
の
玩
具
に
a
い
て
す
ら
罪
を
作
る
も

0 

. 

: 

■

\

の
'だ
ビ
云
ふ
强
い
意
見
を
持
っ
て
ゐ
た
り
一
連
め
鍵
ビ 

f. 

.

I

つ
の
積
木
箱VJ

が
ラ
：ス
キ
：

V

の
幼
時
に
於
け
る
此
の 

|
方

面

の

全

部

の

支

度

で

あ

っ

た
u

v人

の

叔

父

がSo
h
o

 

j
の
.，

V
ザ
ァ
か
ら
眞
亦
な
色
や
金
色
に
ビ
カ
^
-
し
た 

\ 

p
§
&

^

J

uou
y Q

人
形
を
貢
っ
て
來
て
彼
に
與
へ
た
o 

彼

の

母

は

直

に

其

れ

を

何

處

：へ
や
；っ
て
し
ま
っ
て
彼
は 

-
度
^
此
の
人
形
を
見
な
か
0
た
。』

(

註
1〕

(

«
1
\ 

c
o
o
k
l
T
h
e

 Life of J
o
h
n

 
Ruskin, 

V
O
L

 

I. p. 

7
0ラ
ス 

¥ X

自
身
は
垵
の
能f

度

を

目

叙

®

で

欠

の

如{
醫

い

て

H

i

i

l

y
!S
I1
議
1

Ii
|I

ゐ

る

. 

.

■『

私
の
母
が
先
O'
:̂
供
を
»

け
る
ー
般
的
の
股
則
は
丨 

堅
實
の
注
意
を
拂
つ
て
凡
ベ
て
の
避
け
得
ら
れ
.る
^

« 

や
危
險
か
ら
私
を
議
つ
て
く
れ
るVJ

云
ふ
事
で
あ
つ
た 

其
の
他
の
祁
に
關
し
て
は
私
が
ひ
づ
か
つ
た
り
世
話
を 

燒
か
せ
た
り
し
な
け
れ
ば
私
の
思
ふ
儘
に
遊
ば
せ
て
お 

い
た
。
併
し
遊
び
^
は
^
!分
m

#

M出
す
ど
运
ふ
の
が 

M
の
規
則
で
あ
つ
た』

(praeterita 

I. Chap. 

J, 

§ 

1
3
) 

又
斯
の
如
き
親
け
方
に
對
し
て
ラ
ス
キ
ン
.は
.
同

書

で

次
 

の
如
き
觀
察
を
下
し
て
ゐ
る
。

『

此
の
除
b
澤
山
で
なS

、
併
し
私
は
今
で
も
そ
ぅ
思 

つ
て
。ゐ
る
が
全
く
充
分
で
あ
つ
た
持
.物
？
、
又
私
が
喚 

め
い
た
り
言
ひ
つ
け
通
り
に
し
な
か
つ
た
り
楷
子
段
で 

轉
が
つ
た
9
し
て
常
に
鞭
で
打
た
れ
た
り
し
た
事
が
ら 

私
は
直
に
落
着
い
た
を
し
て
.又

安

全

な

生

活

や

®;
作

の
 

方
法
を
凝
へ
て
し
ま
つ
た
。』

(Ibid., 

§ 

S 

Hunter Street

の
家
で
は
荷
ほ
他
に
ラ
ス
キ
シ
の
幼 

笫

十

七

卷

0

5
3l
5

雜
：

錄
；

社
會
旭
想
家
ミ
し
ィ

な

い

典
^
を

惹

く

も

の

が

ぁ

つ

た

。
彼

は

，：

^
分
の
洛
1 

:

の
色
を
比
較
し
た
ヶ
成
板
の
木
目
を
檢
べ
た
り
向
ひ
の 

家
の
煉
龙
を
勘
へ
た
b
し
て
ゐ
/2
が
更
に
彼
を
喜
ば
し 

一
た
物
は
家
の
外
の
所
で
丁
度
撒
水
夫
が
朮
K
水
を
補
給 

一
す
る

光
最
で
ぁ
つ
た
，(

。
?
,0.
-
や
1
4

)

斯
の
如
き
生
沾 

|

の
習
性
は
四
歲
の
ラ
ス
キ
シ
9
け

p
aa.
p half j
を 

一
描
い
た
叢
家
.

N
o
r
t
h
c
o
t
e

を

.し
て
此
の
歲
の
子
供
が
ジ
ッ 

\

ミ
じV

お
ど
な
し
ぐ
座
つ
.て
ゐ
た
事
化
就
い
て
非
a
に 

j

喜
ば
せ
た
。
を
し
て
，此
の
畫
家
は
ラ
ス
キ
ン
の
兩
親
に 

彼

_
の

製

作

の
モ
デ
ル
：
に
な
つ
て
貰
ひ
た
い
旨
を

希
蓮
し 

\

た
。
驻
こ(op. 

c

r§§ 

14: 

1
5
)

ラ
ス
キ
ン
が
典
の
時 

I

他
の
狩
：像
書
の
赀
歎
t
し
て
希
盟
を
此
'0
迸
家
か
ら
战 

\

ね
ら
れ
た
時
に『

迸

い
，岡
を』

6
答
へ
；た
の
は
彼
の
後
年 

、
を
忍
ば
せ

る
話

S
し
て
著
名
で
ぁ
る
。
ハ
此
の
柿
話
に
關 

す
る

彼
肖
#
の
見
解
は
自
叙

■
の
前
描
所

I
十
五
節
に 

書
か
れ
て
ゐ
る)

_

然
し
ラ
ス
キ
ン
の
母
の
嚴
格
な
る
態
度
は
單
に
子
供

.

、の
ジ
ョ
ン

5
ス
キ
ン

0
犯

谣

,
第
二
號 

九
七



a

笫

ヤ

七

卷(

ニ
at
六)

雜

錄

.

社
會
思
想
家
ミ
し
て
の
ク
日
ソ
„
ヲ
ス
キ
ゾ
の
决
谣

第
二
膦

交

の
遊
び
事
に
の
み
限
ら
れ
な
か
つ
た
。
喰
物
に
ラ
い
て 

は
れ
づ
お
三
つ
の
干
菊
勘
を
或
る
時
與
へ
ら
れ
た
事
，か 

五

十

印

後

の

ラ

ス

キ

，
ン
の
此
の
g

R
關
す
る
唯一

の
回 

想
で
あ
り
た
"(praeterita 

I, 
§ 

2
3
)

又
彼
に
は
遊
び 

仲
間
£
云
ふ
も
の
が
な
.か
つ
た
。
彼
の
母
は
極
め
て
社 

交

的

生

活

を

嫌

つ

れ

從

つ

て

彼

.女

が

子

供

の

交

友

に

就 

S

て
何
等
か
の
努
力
を
示
す
^
沄
ふ
®

は

期

待

しぅ

可 

く

も
な
'いc C

o
o
k

氏
は
か
ぅ
云
つ
て
ゐ
る
。
彼
の
* 

親
は
何
づ
れ
も
交
際
を
避
け
た
が
興
の
子
供
代
も
か
く 

あ
ら
ん
事
を
猢
待
し
て
ゐ
れ
。
勿
論
ラ
ス
キ
ン
に
マ
し
つ 

て

C
r
o
y
d
o
n

の
叔
母
の
所
に
赴
きW

a
n
d
e
i

の
衆
の 

傍
で
遊
ん
だ
事
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
伯
母
の
所
へ
行 

つ
T
H
a
y河
に

向

つ

て

傾

^
し
て
ゐ
る
庭
で
.«1
»
の
子 

供
ざ
慕
し
れ
事
は
ラ
ス
キX

の
生
涯
中
の
可
な
り
愉
快 

な
：

m

で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
0

然
f『T

h
e

 

Springs 

of

W
a
n
d
e
i

も

T
h
e

 

B
a
n
k
s

 

of T
a
y

ぁ
皆
一
時
的
の
喜 

说
に
，此
，ま
つ
て
彼
の
幼
時
の
大
部
分
は
犮
择
も
な
{

Brunswick s
q
u
a
r
e

の
樹
木
を
斜
R
眺
め
る
S
か
、
向 

ひ

惻

のw
a
t
e
r
s
t
a
n
d

の
水
汲
人
を
眺
め
て
ゐ
る
に
ょ 

つ
て
得
る
以
外
に
其
れ
以
上
の
面
白
い
眺
め
は
な
か
つ 

れ』
(
c
o
o
k

 —

 T
h
e

 

Life 

of J. 

R., 

vol. 

I, 

p
p
.
00
-9
}

一
八
ニ
三
芈
ラ」

ス
キ
ン
が
四
歳
の
頃(

日
本
流
に
沄 

へ
ば
五
歲
の
頃)

ラ
ス
キ
ン
J
家
屮
ば
目
ぽ

” Street 

か

らH
e
r
n
e

 

H
i
l
l

へ
移
つ
た
。H

e
r
n
e

 

H
i
l
l

の
.家
に 

就
い

て

はc
o
o
k

氏
は
次
の
如
く
書
い
て
ゐ
る
。

:■
'『

其
時
分
は
澤
山
の
樹
木
に
取
V
圍
ま
れ
た
か
け
離 

，れ

れ

屋

敷

で

ぁ

つ

て

屋

根

數

の

剧

屋

の

窓

か

ら

は

一

方 

に

は

^
0
5
0
0
0
1

の
£
剛
を
他
方
に
はT

h
a
m
e
s

の
® 

谷
を
0
む
素
晴
レ
い
最
色
を
見
渡
す
事
が
出
來
れ
C
今 

;で
も
殘
て
ゐ
る
こ
の
家
は
約
八
+
年
以
上
に
亙
つ
て
ー 

其
の
間
に
以
少
し
の
中
斷
で
ぁ
&
け
れ
ど
も
I

ラ
ス 

キ
ン
及
び
彼
の
囘
想
と
に
關
係
を
持
つ
て
ゐ
る
。
.彼
は

.此
の
家
に
兩
親
f
典
に
二
十
年
問
住
パ
だ
。
武
後
辦
時 

而
識
の
な
い
人
に
贷
さ
れ
て
ゐ
れ
がI

八
七
一
一
年
に
ラ

nsa

I
I
s"

S1I
i
i

i
%

\

\

J

\

ス
キ
ン
は

彼
の
從
妹
のMrs, Arthur 

Severn 

 ̂

の
失
に
借
地
權
を
讓
つ
れ
：c
®
等
の
借
地
關
係
は
一
九 

o

七

年

ま

で

®

い

た

が

其

の

間

で

は
ラ
ス
キ
ン

の
古
い
.
 

小
兒
室
は
晚
牟
に
な
つ
て
彼
の
爲
め
の
寢
室
定
足
め
ら 

れ
て
ゐ
た
。
彼
，か
一
八
八
五
年
彼
の
少
苹
時
代
の
追

想 

的
辟
：叙
，傳

に

序

文

を

書

い

た

所

は

此

の

室

で

ぁ

つ

た

』

(

w
H
. 

C
o
o
k
-
T
h
e

 

Life 

of J. 

R
.

 

vol.. J, 

p. 

G
)

H
e
m
e

 

H
i
l
l

に

就

い

て

の

ラス
キ
ン
の

同

想

は
?
 

aete

s-a 
第

一

卷

第

—
一

 
章

(
H
e
m
e
-
H
m

 A
l
l
n
d

 

Bios—

的0

3

-

の

全

部

が

其

れ

で

ぁ

.る
0

ラ
ス
キ
ン
の
敎

W

や 

旅

行

^

の

記

錄

に

入

る

前

に

先

•つ
此

の
地
の
{フ
ス

キ
ン 

に
及
ぼ
し
れ
1[
に
就
い
て
暫
く
述
ベ

て
み
や
ぅ
。
先
づ 

喜
び
の
對
象
が
毛
氈
か
ら
庭
啤
に
變
じ
た(

f

) 

『

ラ
ス
キ
ン
は
玆
で
彼
の
喜
び
で
ぁ
つ
た
撒
水
祺
の 

代
り
に
彼
は
觸
れ
る
事
を
許
さ
れ
な
か
つ

た
果
樹
ど
澤 

は

に
:#
え

込

ん

た

純11
|
舍

風

の

庭

園

の

.
中

を

#
き

姬

る
 

悅

を

祸

た

。

Hu:ter 

S
t
r
e
e
t

で

過

饨

な#
街

こ

修¥

:

節

十

七

卷

(

ニ
51
七〕

雜
ノ 

0
:
社
脅
思
想
家
ビ
し
ザ

し
た
觀
察
カ
は
茲
で
ょ
り
廣
い
領
分
を
見
出
し
た
。
彼

は
猫

»1
1
や
鳥
や
右
ャ
孽
花
を
觀
察
し
れ
り
、
J'
t
の
構
造

-
-
-
-
-

-
-
- 

•

や
生
活
に
，好
奇
心
を
寄
せ
.、
又
旣
に
是
問
題
に
就
い
て
：
 

は
彼
^J #

の
理
論
を
桃
成
す
る
ビ
沄
っ
た
檨
な
點
に
典 

|

味
を
見
出
し
た
^(

>
ユ『

：£
艮

§
<
1
|
0
?
&
.
,

 

pp. 

21, 

2

2

0

.

.

.

.

.
 

■

\

故

に

0
0
1
15-
叫
ミ
0
0仏
は
出
然
の
愛
ど
ラ
ス
キ
ン
ど
の 

一
.關
係
に
就
い
て
，

『

彼
は
ロ
ン
ド

.ン
0
眞
中
で
生
れ
は
し 

な
が
都
會
で
靑
つ
/2
人
間
で
は
な
か
つ
た
。
風
景
に
對 

す
る
彼
の
愛
は
其
の
愛
を
後
に
な
つ
て
發
見
し
た
の
に 

ょ
る

も
の
で
も
な
く
又
多
く
の
場
合
に
見
る
樣
に
市
術 

€
亦
裸
々
0
.自
然
ビ
令
熱
心
に
比
較
し
た
結
來
に
ょ
る「

>,

も
の
で
も
な
い』

(
T
h
e

 

Life 

and 

W
o
r
k

 

of J
o
h
n

 

R
u
s
l
d
n
r
v
o
L

 

V
P
.

 

17
)

又 

H
e
m
e

 

Hiii 

に
於
け
る

ラ
ス
キ
ン
に
就
い
て
は

『

斯
く
て
彼
は
都
會
に
は
其
の 

利
®
を
受
く
る
に
適
し
た
位
近
い
所
で
、
又
每
牟
の
夏 

r
商
の
河
パ
の
風
景
や
北
部
の
山
嶽
地
方
を
度
々
M

'

、
の

^
日
シ*

ラ
ン
キ
ン
の
生
^

m

l

;

m九
九



笫

十

セ

卷(

ニ
a：
八)

雜

_

;.
社
食
思
想
家
ミ
し
て
の
ク
ョ
ン
•
ラ
ス
キ
ゾ
の
生
遥

1

0
0

,て
、
：ょ
り
威
動
的
な
れ
然
0
風
光
に
常
に
も
の
新
ら
し 

:
い
：氣

分
を
見.出

し

ぅ

る

程

是

等

の®:
所
か
ら

離

れ

だ

地 

に

、
殆

ど

田舍
の
少
年
の
様
に
育
て
6
れ
/2
0

で
ぁ
る』 

(Ibid, 

p* J
9
)

>
• W

i
n
g
a
t
e

も
ラ
ス
キ
ン
一
家
が
其 

の
每
.夕
を

.He
m
e

 

Hill 

'の
庭
園
に
出
て
過
し
れ
事
を 

述

べ

て『

斯
く
て
我
き
ジ
ョ
ン

*
ラ
：ス
キ
シ
は
郊
外
に
生 

: 

活
す
る
大
部
分
の
思
住
者
ょ
り
も
遙
に
澤
山
の
、
太
空 

や
B
や
花
の
魅
力
及
び
®
異
を
眺
め
た』

ヒ
書
い
て
ゐ 

る
。(Life 

o
f J. 

Huskin, 

p* 

s.)

H
e
r
n
e

 

H
il〖

の
屋
敷
が
非
常
に
樹
木
の
多
い
所
で
ぁ 

つ
た
蕲
は
旣
に
述
べ
た
通
り
で
ぁ
る

♦か

、

の
前
庭
は 

常

綠

樹

を

植

込み
其
の
後
庭
は
又
立
派
な
来
樹
で
充
た 

さ
れ
て
ゐ
た
。
幼

S

ラ
ス
キ
ン
が
觸
れ
る
事
を
禁
ぜ
ら 

れ
て
ゐ
た
の
は
此
の
朵
樹
で
ぁ
つ
た
。
ラ
ス
キ
ン
は
此 

の
鹿
園
^
エ
デ
ン
の
園
^
を
比
較
し
て
此
の
庭
に
は
仲 

間
に
な
る
瞰
獸
が

e
な
，い
の
S

「

凡

ベ

て

の

»
«
が

禁 

せ
.
bれ
て

ゐ
f
t

」

sl
m
外

で

は

彼

にV
J
9て
樂M

の
め

ら
ゆ
る
目
的
に
適
ふ
た
も
の
で
あ
つ
た
ど
述
ベ

て

ゐ 

る
。(cf. 

Praeterita, I, 

§ 

39)*

か
‘彼
は『

此
の
®
樹
の 

列
樹
路
に
ょ
つ
て
私
に
幾
へ
ら
れ
た
純
眞
な
、
永
續
き 

の
す
る
悅
は
l

i

b
の
時
で
f

て
花
の
5

た 

時
に
求
め
ら
れ
た』

ビ
ff
i
し
て
ゐ
る(Ibid., 

§ 

5
9
)

而 

し
て
正
に
是
等
は

ffi
erne 

H
i
l
l

に

於

け

る『

健
令
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